
（別紙３）

～ 2026年　4月　18日

（対象者数） 22名 （回答者数）
14名

～ 2026年　4月　15日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今後、支援方針を更に確立させ、全職員の共通理解として浸

透させていきます。

2 保護者の支援を充実させるため、相談機会を増やしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
今後、保護者へ個別で周知すると共に、HPやSNS等を活用

して情報発信を行っていきます。

2
まずは地域の公園や公共施設を利用し、施設を認知してもら

うところから始めていきたいと思います。

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと

活動する機会が少ない点です。

地域の児童との交流を望んでいない親御様もいらっしゃいま

す。

保護者との距離が近く、コミュニケーションを取り合うこと

が出来ている。

送迎時やモニタリング、また必要があれば電話にて家庭での

状況を聞くようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

非常時の対応策や安全確保についての取り組みが、保護者の

方全体へ周知できていない点です。

災害時や緊急時対応マニュアルは整備されていますが、保護

者の方への周知が完全に出来ていないことが、保護者向けの

アンケートで明らかとなった。

施設理念である「ONE TEAM」を軸として、職員と児童が

チームメイトとして共育(互いに双方向に理解して互いに育

つ)していく施設であることです。

児童の気持ちに寄り添い、個々の多様な特性を考慮して活動

できるように全職員が支援を行っています。

○事業所名 放課後等デイサービスKIWI

○保護者評価実施期間
2026年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　4月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　4月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


